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 学習・自立・安心を中心に児童の心を耕し、自分も他者も大切にし、お

互いに認め合うことができる集団を育てるため、各学年が様々な教材を用

いて人権参観に取り組みました。たくさんの意見を交流した中の一部を紹

介します。 

 

１年  こころはっぱ 

友達と進んで関わり、仲良くしようとする心情を育てることをねらいとして取り

組みました。友達と一緒に活動して楽しかったことや友達と助け合ってよかったこ

とを考えさせながら、友達と仲良くする大切さを育んでいく必要があると感じこの

教材を選びました。「ぽかぽか言葉のたからばこ」の取組を進める中で、はじめは行

動面だけの交流だったが、友達にかけてもらった言葉にも目を向けられるようにな

り、少しずつぽかぽか言葉が学級に増え、友達の輪が広がってきました。 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

２年  およげないりすさん 

およげないことを理由に仲間外れにしてしまった、かめたちの気持ちを考えるこ

とを通して、みんなが笑顔で過ごすために大切なことに気づき、仲よく助け合おうと

する態度を育てたいと思いこの教材を選びました。 

好きなことや得意なこと、苦手なことなどに違いがあることを当たり前のことと

して捉え、相手の気持ちを思いやり、助け合うことのよさに気づいてほしいと考えて

授業を行いました。授業後に『笑顔１００％大作戦』として、みんなが笑顔で過ごす

ためには何ができるか考え、実践する取組を行いました。教室では、ぽかぽか言葉を

積極的に使う児童の姿が見られました。 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

３年  四本の木 

 児童が何らかのストレスに遭遇したとき、レジリエンスがストレスの感受性を低

くすると捉え、本教材を選定しました。擬人化された四本の木が困難を乗り越える方

法の多様さを学び、自分はどうありたいのか、何を大切にしたいのかを考えました。

児童がそれぞれの木の立場になって友だちと意見を交流する中で、「どの木の行動も

生きることに必要だ。」「そういう生き方は、今まで考えたことがなかった。」など、

新たな気づきや考えの変容が見られました。そして、考え方や価値観が人それぞれ違

っても、いずれも素晴らしいことだと気付きました。 

 

 

 

 

 

 

 



「四本の木」上島博 

 

 

様々な方法で嵐から生き残っていく四本

の木について考え、人それぞれ考えや生

き方が違ってもどれも良いことに気づく

ことができました。 

 

「一つの花」今西佑行 

戦争を背景に、一つの家族の物語を学習し

ました。当時の映像視聴をまじえながら、

家族の思いを想像しました。 

 

４年  様々な教科で、人権についての意識を培う 

いろんな教科の中で、人権についての意識を高め合いたい。 

１組 国語科            ２組 学級会   

 

 

 

 

 

 

 

３組 体育             ４組 道徳 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「学級会」 

 

 

 

 

 

 

 

 

話し合いのルールを大切にしてお互いの

意見を認め合いながら、お楽しみ会の内

容を決めていきました。 

 

 

 

 

「体つくり運動」 

様々な運動を通して、チームの仲間とどう

すればうまくいくのか話し合いながら学

習しました。自分の思いや考えをしっかり

と伝え合ったり、受け止め合ったりしまし

た。 



 

５年  その遊び方、大丈夫？（道徳） 

スマートフォンやインターネットが身近になる今、子どもたちが今後も上手につ

きあっていくことを考えるきっかけになればと思い、この教材を選びました。友達の

個人情報（名前・学校名など）を、気軽にインターネット上に掲載した主人公の行動

や、掲載された友達の思いを通して、個人情報の取り扱い方、インターネットの使い

方について考えました。 

事前に行った５年生へのアンケートでは、「スマートフォンやインターネットを使

うときに、気を付けていることはありますか。」という問いに、６割の児童が「はい」、

４割の児童が「いいえ」と回答しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇インターネットを使うときに気をつけて

いること（事前アンケートより） 

・よくわからないサイトにいかない。 

・使いすぎない。使う時間を決める。 

・知らない人とやりとりしない。 

・見守りアプリを入れる。 

・悪口や人がいやな気持ちになることは書

かない。 

・夜遅くまで使わない。 

・自分のことがばれないようにしている。  

など 



 

６年 リフレーミングをしてみよう 

思春期を迎え、客観的に自分自身のことを見つめ、自分の長所や短所についても認

識できるようになってきました。どちらかというと欠点や短所が目について、自信を

なくしやすい時期でもある。そこで、短所と捉えていたことを別の角度から考え、ポ

ジティブなものに変換する「リフレーミング」という心理学的用法を用いて、自分自

身について考えていくことにしました。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

  


